
『
立
正
安
国
論
私
記
』
は
、
『
日
蓮
宗
宗
学
章
疏
目
録
』
に
記

戦
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
五
十
余
を
超
す
極
め
て
数
多
い
日

遠
の
著
述
の
内
、
『
本
尊
抄
私
記
』
と
並
ぶ
祖
書
に
関
す
る
も
の

の
代
表
作
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
日
遠
の
『
立
正
安
国
論
私
記
』
を
取
り
上
げ
て
一

考
を
試
承
た
の
は
、
本
書
が
慶
長
法
難
後
の
慶
長
十
四
年
七
月
十

三
日
に
身
延
山
久
遠
寺
の
本
院
に
て
起
稿
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
対
浄
土
宗
の
内
容
を
も
つ
宗
祖

の
『
立
正
安
国
論
』
の
解
釈
を
通
し
て
日
遠
の
浄
土
宗
等
に
対
す

る
態
度
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
推
察
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
『
立
正
安
国
論
私
記
』
に
承
ら
れ
る
法
然
の
浄
土
念
仏

義
に
お
け
る
注
釈
態
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
承
る
と
、
先
ず
本
書

の
冒
頭
で
『
立
正
安
国
論
』
の
題
号
釈
の
部
分
に
、
「
『
立
正
安
国

論
』
の
題
号
は
正
し
く
い
わ
ば
邪
に
対
す
る
言
で
あ
っ
て
、
邪
と

心
性
院
日
遠
の
『
立
正
安
国
論

私
記
』
に
つ
い
て
の
一
考
察

上
田
本
幸

い
う
は
法
然
所
立
の
義
を
指
す
。
別
し
て
邪
法
邪
教
と
名
づ
く
。

故
に
正
義
を
以
っ
て
弘
め
る
所
の
妙
法
を
正
法
と
名
づ
く
也
」

（
二
丁
表
）
と
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
所
か
ら
推
測
し
て
、

日
遠
は
本
書
の
冒
頭
か
ら
宗
祖
の
法
然
に
対
す
る
立
場
を
明
確
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
宗
祖
の

『
安
国
論
』
に
お
け
る
法
然
浄
土
念
仏
義
に
対
す
る
代
表
的
な
破

二
卜
〈
テ
ニ
リ

シ
チ
二
二

折
の
文
と
さ
れ
る
「
初
聖
道
門
者
就
レ
之
有
レ
ニ
。
乃
至
准
レ
之
思
レ

フ
之
」
の
文
の
注
釈
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
こ
れ
に
就
い
て
二
有
り

等
と
は
次
に
い
わ
ば
、
一
に
は
大
乗
二
に
は
小
乗
、
大
乗
の
中
に

就
い
て
顕
密
、
権
実
等
の
不
同
有
り
と
い
え
ど
も
、
今
此
の
集
の

意
は
、
た
だ
顕
大
、
及
び
権
大
に
存
す
。
故
に
、
歴
劫
迂
廻
の
行

に
あ
た
る
。
こ
れ
に
准
じ
て
こ
れ
を
思
へ
、
余
は
今
の
文
の
如

し
」
（
二
十
一
丁
裏
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
行
学
院
日

朝
の
『
安
国
論
私
抄
』
の
注
釈
で
は
、
こ
の
部
分
を
「
法
然
の
誇

法
の
根
源
」
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
遠
の
注

釈
は
「
顕
大
」
「
権
大
」
を
「
歴
劫
迂
廻
の
行
」
と
し
て
否
定
し

て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
遠
の
『
立
正
安
国
論
私
記
』
は
日
朝
の

『
安
国
論
私
抄
』
の
よ
う
に
第
四
問
答
に
軸
を
置
い
た
強
義
的
な

注
釈
の
方
法
を
と
る
の
で
は
な
い
。
宗
祖
は
宮
崎
博
士
の
『
不
受

不
施
の
源
流
と
展
開
』
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
『
立
正
安
国
論
』

(〃3）



第
六
問
答
以
下
の
「
浬
藥
経
に
云
く
」
と
し
て
「
仏
法
中
怨
」
の

文
を
引
い
て
「
対
治
誇
法
」
の
義
を
論
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
日
遠
は
そ
の
浬
梁
経
の
出
典
を
挙

げ
、
次
に
注
釈
の
疏
を
引
用
す
る
の
象
で
あ
り
最
後
の
一
行
に
至

っ
て
「
私
に
云
く
、
能
く
之
を
思
へ
」
（
三
十
八
丁
裏
）
と
述
べ

て
い
る
の
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
遠
の
注
釈
の
ほ
と
ん
ど

は
、
自
身
の
見
解
を
加
え
な
い
で
注
釈
の
引
用
文
献
等
を
引
用

し
、
ま
た
は
平
易
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

》
句
。

こ
の
事
は
前
に
取
り
上
げ
た
日
遠
の
『
法
華
経
大
意
』
及
び

『
方
便
品
諸
法
従
本
来
草
』
に
お
け
る
の
と
同
様
の
姿
勢
で
あ

る
こ
と
が
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
立
正
安
国
論
私

記
』
以
後
の
著
述
で
あ
る
日
遠
の
両
著
に
お
い
て
も
、
決
し
て
排

他
批
判
性
を
明
ら
か
に
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
立

正
安
国
論
私
記
』
も
同
様
に
、
慶
長
法
難
後
間
も
な
く
の
起
稿
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
寛
容
性
に
富
ん
だ

態
度
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
日
遠
は
自
身
の
教
学
態
度
を

意
識
的
に
こ
れ
等
の
著
書
に
書
き
著
わ
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

聖
人
の
花
押
に
つ
い
て
は
、
宗
門
の
伝
承
に
従
え
ば
、
そ
れ
は

総
て
梵
字
悉
曇
文
字
の
券
（
勃
嗜
庵
、
国
胃
目
）
を
模
様
化
し
た

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

山
川
智
膳
博
士
は
そ
れ
を
、
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
年
五
、
六

月
以
前
は
金
剛
界
大
日
如
来
の
種
子
罰
（
鍵
、
ぐ
四
日
）
で
あ
り
、

同
六
月
以
後
は
一
字
金
輪
王
仏
頂
尊
の
種
子
（
券
）
で
あ
る
と
考

証
さ
れ
た
（
１
）
・

鈴
木
一
成
先
生
は
山
川
説
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
弘
安
元
年
五

月
以
前
の
そ
れ
を
（
奇
）
で
あ
る
と
の
断
定
に
疑
念
を
抱
い
て
い

る
（
２
）
。

そ
こ
で
、
拙
稿
に
よ
る
（
３
）
、
悉
曇
学
よ
り
の
論
証
に
従
え

ば
、
聖
人
の
花
押
は
き
と
塗
と
券
と
に
集
約
さ
れ
る
と
結
論
づ
け

た
。
そ
れ
に
対
し
、
叡
山
学
院
の
清
田
寂
雲
師
よ
り
の
反
論
を
戴
い

た
の
で
、
こ
の
稿
を
借
り
て
、
反
証
す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
服
部
清
道
師
の
説
（
４
）

日
蓮
聖
人
花
押
の
研
究関

戸
法
夫

(I34)


